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美濃加茂市民ミュージアムにある常設展示室
をWEB上で見られます。気軽に「ふらり」と
立ち寄って、気の向くままにページを開いて
みてください。そして、何かここで感じたこ
とがあれば、それを確かめにこの展示室や現
地を訪れてみてはいかがですか…。

【ふらりと展示室】

美濃加茂地域を中心とすることがらを
事典形式で解説。

【美濃加茂事典】

Webでも楽しもう！文化の森

文化の森HP
https://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→データベース→美濃加茂事典

文化の森HP https://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→ふらりと展示室

■交通

JR美濃太田駅北口より乗車、「文化の森」下車
（乗車時間約10分）
※時刻表など詳しくは、あい愛バスのホーム
　ページをご覧下さい。　
　https://aiai-bus.com/

●あい愛バス

●鉄　道  JR名古屋駅から美濃太田駅まで
東海道本線・高山本線経由、
特急「ひだ」で約40分
美濃太田駅北口から徒歩約17分

●自動車 東海環状自動車道美濃加茂ICから約5分
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文化の森発 美濃太田駅北口着

展覧会情報のほか、風景・アート・収蔵資料など、
みのかも文化の森の魅力を発信していきます。

■ご利用のご案内
開館時間 9：00～17：00

（ただし、施設の貸出し利用は8：30～22：00）
休  館  日 月曜日

（ただし、祝日の場合は開館し、直後の平日休館）
年末年始

　9　月　7　日、14日、24日、28日
10月　5　日、13日、19日、26日
11月　2　日、　9　日、16日、24日、30日
12月　7　日、14日、21日、28日～　1　月4日
　1　月12日、18日、21日、25日

【9・10・11・12・1月の休館日】

Bunkanomori Digital Database ＆ Report!

Bunkanomori Digital Database

動物とともに生きる暮らし2026年度  ていねいな暮らしと道具展

特別展 えげんさんに会える日

美濃加茂市太田町出身の彫刻家・佐
光庸行の石彫《水辺の風景》は、地域ゆ
かりの作家の代表作として芝生広場に
設置されています。作品キャプション
の隣には「贈　美濃加茂市職員一同」と
書いたプレートが置かれています。こ
れは文化の森の開館を祝して、市の職
員会が購入し、寄附した経緯を示すも
のです。職員の希望や願いが託された
特別な作品なのです。 佐光庸行 《水辺の風景》

市民ミュージアム「デジタルデータベース」のご案内
市民ミュージアムが目指す姿の一つである「地域資源を調べ、整える」こと。

その一環にデジタルデータベースの構築があります。現在ホームページ上で
は、博物館の収蔵資料や地域文化に関わる情報、展示情報や刊行物など多岐
にわたるデータが公開され、最近は新たに市域の石碑・石仏マップや市の年
表もコンテンツ化するなど、日々更新と拡充を重ねています。

こうしたコンテンツを結びつけるのが、2011年に開設した「美濃加茂事典」
です。市のモノ・コト情報を50音順に並べた「地域デジタル事典」といえるも
ので、学芸員の日々の調査成果が集約されています。現在で1000件を超える
それぞれの項目には関連する情報が紐付けられ、個々のデータベースを繋ぐ、
ひとつのプラットホームのような役割を果たしています。

令和５（2023）年４月には博物館法の一部が改正され、新たにデジタルアー
カイブの作成と公開が、博物館が行う事業の一つとして明確に位置付けられ
ました。その土地の文化財や自然、伝承など固有の文化資源は地域の特性で
あり、人々の拠りどころとなるものです。その一つひとつを調査し、目的や
関心の入り口に合わせより広く利用されるよう整えながら、社会に必要とさ
れる「地域情報センター」として側面を充実させていきます。

日本における臨済宗の礎を築いた人物として知られる禅僧・関山慧玄（1277－1361）は、この地域とも深いかかわりを持ち、美
濃の伊深（現在の美濃加茂市）に庵を結んで、村人とともに農耕に勤しむかたわらで修行に励んでいたといわれます。伊深の各地には
今でも関山にまつわる伝説や地名が伝わり、この山里にのこした遺徳の大きさが偲ばれるでしょう。

今回は、関山ゆかりの伝承をもつ「箱笈と護持仏」（市指定有形文化財）をはじめ、関連する資
料を一部紹介します。関山の僧としての大きな足跡とともに、この地域の人々に親しまれた「え
げんさん」としての姿や、その後の習俗・文化に与えた影響について改めて見つめ直します。な
お11月１日から７日までの１週間は文化庁の定める「文化財保護強調週間」であり、地域の文化
財について理解を深めるきっかけとなれば幸いです。

会　期 	11月1日（日）～11月7日（土） 9：00～17：00 （会期中の休館日：11月2日（月））
会　場 	美濃加茂市民ミュージアム エントランスホール

空調設備工事のため、企画展示室と美術工芸展示室は閉室致します。

企画展示室・美術工芸展示室閉室について

期　間 	11月1日（日）～2027年5月31日（月） 美濃加茂事典「筏」の項目

「美濃加茂事典」の二次元コー
ドを表示した標柱

文化の森ホームページ
でご確認ください

観覧無料

展示情報や刊行物

収蔵資料の情報 調査資料・地域の文化資源の情報

展示情報
・ふらりと展示室
・過去の企画展

刊行物
・年報、紀要
・展示図録など

ミュージアムデータベース
・歴史資料　　・民俗資料
・美術工芸品　・動物図鑑
・植物図鑑　　・図書資料
・広報写真　　・歴史写真
・糸魚川コレクション

文化の森コレクション
・古文書
・地籍図
・図鑑的昭和生活
・昔のくらしの道具
・森のカメラ館
・糸魚川コレクション

これまで調査してきたこと
・広報みのかも特集記事
・地域の食文化
・学芸員調査研究アーカイブ

地域の文化資源
・美濃加茂の石仏
・みのかもの石碑たち
・美濃加茂の指定文化財
・美濃加茂市を考古学しよう
・市内のパブリックアート

美濃加茂の人物
・坪内逍遙

みのかも文化の森データベース一覧

美濃加茂
事典

美濃加茂

事典
・津田左右吉
・美濃加茂ゆかりの人物

美濃加茂のあゆみ
・美濃加茂市70年のあゆみ

(年表)
・『未来に繋ぐみのかもの70年

(概要版)』
・『未来に繋ぐみのかもの70年

(資料版)』
・美濃加茂の歴史
・美濃加茂市広報紙

人々は古くから、牛馬をはじめとする動物とともに暮らしを営んできました。本展では、動
物とともに使われた道具の数々を展示いたします。展示を通して、かつての暮らしのかたちに
触れていただければ幸いです。

会　期 	10月17日（土）～2027年3月14日（日） 9：00～17：00
休館日 	月曜日（ただし、祝日の場合は開館し、直後の平日に休館）、年末年始
会　場 	美濃加茂市民ミュージアム 民具展示館 観覧無料 「牛でしろかき(一)」

（佐野一彦、昭和38（1963）年7月1日撮影）

箱笈（禅徳寺 蔵）[市指定有形文化財]
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門松（佐野一彦、昭和39（1964）年1月3日撮影）

イベント情報

四季を食べる講座

まゆの家
自由観覧

年 中 行 事

アートな１日講座

ていねいな暮らし講座

■文化の森ホームページ講座専用申込フォーム
こちらの２次元コードからもお申し込みできます。→

■はがき　（住所、氏名、電話番号、希望講座を記入）
「陶芸でつくる器」は参加希望時間帯をお書き添えください。

■ご来館

※イベントや講座につ
いて、今後の予定や
定員が変更になる場
合がありますので、
文化の森ホームペー
ジでご確認いただく
か、電話でお問い合
わせください。

講座にお申し込みいただい
た個人情報は、以下の項目
のみに使用します。
1.お申し込みに関する問合せ
2. 講座開催に関する連絡
3.抽選結果の通知

※応募者多数の場合は抽選となります。抽選結果は郵送にてお知らせいたします。

会　場  生活体験館（まゆの家）
参加料  無料

●名称（イベント名） ●日時・会期 ●内容 ●会場 ●観覧料・参加料 ●定員など

第265回 森の朗読会 9月19日（土）
14：00～15：00

「耳なし芳一のはなし」「果心居士のはなし」　
� 小泉八雲／作 研修室 無料 45名

第71回
美濃加茂市美術展

10月8日（木）～
� 10月18日（日）
9：00～17：00

市民公募による展覧会です。日本画、洋画、彫刻・
彫塑・工芸、書、写真の５部門にわたって入賞入選
作品を展示します。（最終日は15：00まで）

企画展示室
美術工芸展示室
エントランス

ホール
無料 －

第266回 森の朗読会 10月17日（土）
14：00～15：00 『箱庭図書館』より「コンビニ日和！」　乙一/作 緑のホール 無料 113名

美濃加茂市子ども展
12月11日（金）～
� 12月13日（日）
9：00～17：00

市内小中学校の児童、生徒の作品展です。俳句、短
歌、書写（硬筆・毛筆）、絵画、工作彫塑、技術・家
庭科の作品を展示します。
お問合せ：教育センター（Tel 0574－28－3255）

エントランス
ホール 無料 －

第267回 森の朗読会 12月19日（土）
14：00～15：00 『カフェーの帰り道』より「嘘つき美登里」� 嶋津　輝/作 緑のホール 無料 113名

●名称（イベント名） ●日時・会期 ●内容 ●会場 ●参加料 ●定員など ●持ち物 ●申し込み

新米をあじわう 10月17日(土)
10：30～13：30

お米が高騰した昨今…どうせな
ら、昔ながらのカマドで炊いて、
最高に新米の美味しさをひきだし
ましょう。

生活
体験館 500円 15名 エプロン

三角巾 申込終了

友禅ご飯と
こんにゃく

11月19日(木)
10：30～13：30

美濃加茂市の給食人気No.1の友
禅ご飯と、芋から作るこんにゃく
の講座です。

生活
体験館 500円 15名 エプロン

三角巾

事前申し込み要
10月6日（火）～
� 10月20日（火）

大晦日から元旦へ 12月3日(木)
10：30～13：30

大晦日には“大歳のごっつお”と年
越しそばを食べ、元旦の朝は“豆、
栗、柿”をお供えし、“雑煮”を食べ
ます。

生活
体験館 500円 15名 エプロン

三角巾

事前申し込み要
10月20日（火）～
� 11月3日（火・祝）

やっぱり食べたい！
ごへいもち

1月14日(木)
10：30～13：30

手作りごへいもちに、伝承料理の
会自慢のタレをぬって…何本でも
食べられちゃうおいしさです。

生活
体験館 500円 15名 エプロン

三角巾

事前申し込み要
12月1日（火）～
� 12月15日（火）

●名称（イベント名） ●日時・会期 ●内容 ●会場 ●参加料 ●定員など ●持ち物 ●申し込み

秋を染める 10月24日（土）
9：30～12：00

秋の草木でＴシャツを染めま
す。

生活
体験館 300円 12名

白いＴシャツ（綿）
エプロン

ビニール袋
ゴム手袋
ぞうきん

申込終了

ミニ門松づくり 12月5日（土）
13：30～15：30

ミニサイズ（50cmほど）の門
松を作ります。（一つだけ作
ります。対にはなりません。）

生活
体験館 500円 10名 ビニール袋

（門松を持ち帰る用）

事前申し込み要
10月14日（水）～
� 10月30日（金)

門松立て 12月6日（日）～
� 2027年1月7日（木）

かつてこのあたりでみられた、
簡素な門松を立てます。

●名称（イベント名） ●日時・会期 ●内容 ●会場 ●参加料 ●定員など ●持ち物 ●申し込み

陶芸でつくる器
11月8日（日）
①13：00～14：30
②15：00～16：30

手びねりの技法またはろくろで
簡単な器をつくります。出来上
がった作品は、後日お渡ししま
す。（送付は有料）

陶芸室 1,000円 各回12名 エプロン
タオル

事前申し込み要
9月20日（日）～
� 10月4日（日）

こけしに絵付け 12月6日（日）
13：00～16：00

発色の良い絵具を使って木のこ
けしに絵付けしてオリジナルの
１体を作りましょう。

工芸室 800円 15名 エプロン
タオル

事前申し込み要
10月27日(火）～
� 11月8日（日）

定期講座

博学連携フォーラム

●名称（イベント名）●日時・会期 ●内容 ●会場 ●参加料 ●定員など ●持ち物 ●申し込み

ぶんもり
自然学習会

12月12日（土）
9：30～12：00

寒さの中で越冬に備える動
植物の姿を見てみよう！
参加者が自分で探して、調
べて、その楽しさを発見す
る講座です。

文化の森 500円

20名
※小学校高

学年以上
※小学生は

親子で参
加となり
ます。

飲み物
筆記用具

帽子
歩きやすい靴

長袖
長ズボン

事前申し込み要
11月10日（火）～11月27日（金）
※時期により、生き物に出会えないこと

もあります。
※少雨決行、大雨時は内容変更して行い

ます。

●名称（イベント名） ●日時・会期 ●内容 ●会場 ●参加料 ●定員など●持ち物 ●申し込み

第20回
博学連携フォーラム

10月21日（水）
9：00～16：30

午前中に授業風景の観
察、午後からは講義の2
部構成で実施をします。

文化の森 － － 筆記用具
事前申し込み要

10月1日（木）～
� 10月15日（木）

みのかも「声のドラマ」の会、朗読講座受講生の朗読と講師の公演を行います。

チケットは10月9日（金）より、文化の森総合案内にて販売いたします。電話予約可（0574－28－1110）

受講生による朗読

●入場無料
　（自由席）

11月21日（土） 11月22日（日）
13：00～15：20 13：00～14：30

「妻と選挙」　奥田英朗/作
「青い壺　第５話」　有吉佐和子/作
「とんぼがえりで日がくれて」　灰谷健次郎/作

「バースデーブーケをあなたに」
� 大崎梢/作

「葉桜」　堀田あけみ/作

講師公演

●入場料 1,000円
　（自由席）

15：40～16：50 14：50～16：00
清水勇詞　『小川洋子の偏愛短篇箱』より　「力道山の弟」　宮本輝/作
酒井麻吏　「おせん」　池波正太郎/作
※講師の公演作品は両日とも同作品です。

逍遙する人と、そこに居る人の演劇ワークショップ美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業
　文化の森の施設全体を舞台に、演劇の手法を使って「そこにいること」を楽しむワークショップです。参加者は自由
に場所を探し、チームごとに小さなパフォーマンスを行います。何か特別なことをするだけでなく、ひっそりとそこに
いることも表現の一つ。普段見慣れた空間を「逍遙」しながら、新たな発見を楽しみます。
日　時  12月19日（土）・20日（日）　いずれも13：00 ～ 18：00
対　象  高校生以上　 定　員  20名　 参加料  無料　 事前申し込み要 　11月10日（火）～ 29日（日）

第28回　朗読フェスティバル 主催：みのかも「声のドラマ」の会・共催（予定）：美濃加茂市

2026年9月～12月m i n o k a m o  c i t y  m u s e u mMuseum News イベントインフォメーション


